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「多文化共生社会」を実現するための、在留外国人の生活・労働および日本語学習支援 

助
成
額 

 1000,000 円 

活
動
内
容 

目的 
在日外国人の日本語能力の向上 
在日外国人の日本での生活の支援 

内容 

①  日本で生活するうえで、日本語の習得は必要とされる能力である。N2、N1 合
格を目指した日本語講座は、各日本語学校が開講しているが、それらが手の届かな
い層の日本語学習者を支援する。また、前年度より実施してきた介護コース、N４
受験コース、会話コースのオンライン教室は発展・継続した。とりわけ、技能実習
生においては、そもそも日本語会話能力が不足していることが原因で現場のコミュ
ニケーションが円滑に進まないケースが多々見られたことから、この点に配意して
講習を実施した。 

②  日本で生活する在日外国人に対し、オンライン・電話・面談を通じ、日常生
活から仕事、在留資格に関して相談に応じた。また、ウィズコロナ・ポストコロナ
時代に対応する留学生の就職支援、技能実習生への法的保護情報講習・生活ガイダ
ンス等、個別の支援を行った。 

成果 

オンライン日本語教室においては、各コースによって、生徒の数や出席率にばらつき
はあるものの、コースによっては試験合格者も出た。 
 
また、相談・個別支援においては、たびたび電話・オンラインにて相談があった。倉
敷市と連携してのオンライン相談会も行った。そのほか、コロナが落ち着いてきてか
らは、技能実習生に対する法的保護講習支援事業も月１～２回、監理団体からの依頼
に基づいて実施した。 
 

今
後

課題１ 今年度実施した日本語教室は、技能実習生等を主な対象としてきたが、仕事の疲れもあるの
か、全般的に出席率が安定しないという傾向がみられた。 



の
課
題
と
対
応
策 

対応策１ 監理団体等に呼びかけ出席率の向上を図るとともに、岡山県内の監理団体を中心に募集し
てきた前年度の反省を踏まえ、海外からの参加者を積極的に募集し、所期の目的を果たすよう対応し
てゆきたい。学習意欲の高い生徒が他の生徒に好影響を及ぼす傾向にあることから、かかる対象を選
定してクラス全体が盛り上がるようにしていきたい。 
課題２ 来年度から技能実習制度が廃止となる見込みで、特定技能に準ずる日本語教育が求められ、
ニーズは更に高まるものとみられることから今年度は受入体制づくりと諸準備が課題となる。 
対応策２  
昨年度は新型コロナのせいもあり、年間を通じ法的保護情報講習、相談とも機会は減少したが、今後
は、入管法改正もあり、相談は増えるであろうことが予想されるので、受入体制等を整えておくこと
としたい。 
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